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す
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市
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通
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二
人
の
天
才 

～

　

今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
人
の
人
物
の
月げ

っ
た
ん
ひ
ょ
う

旦
評

が
、
か
し
ま
し
い
。
秋
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
か
ト
ラ
ン

プ
氏
か
、
近
年
に
な
い
難
し
い
選
択
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

翻
っ
て
、
今
、
日
本
で
は
も
う
す
で
に
鬼
籍
に

入
っ
た
二
人
の
人
物
が
、
天
才
と
し
て
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
ま
す
。
一
人
は
「
田
中
角
栄
」。
か
つ

て
政
界
で
は
天
敵
で
あ
っ
た
石
原
慎
太
郎
が
、
政

治
的
な
背
信
と
批
判
さ
れ
る
の
を
覚
悟
し
た
上
で
、

自
分
の
人
間
の
幅
と
視
野
の
狭
さ
を
告
白
し
、
田

中
角
栄
の
先
見
性
に
富
ん
だ
政
治
家
人
生
を
「
い

ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
は
田
中
角
栄
と
い
う
未
曾

有
の
天
才
を
ア
メ
リ
カ
と
い
う
私
た
ち
の
年
来

の
支
配
者
の
策
謀
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。
歴
史
へ
の
回
顧
に
、
も
し
も
と
い
う
言
葉
は

禁
句
だ
と
し
て
も
、
無
慈
悲
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
田
中
角
栄
と
い
う
天
才
の
人
生
は
、
こ
の
国
に

と
っ
て
実
は
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
は
、
決
し
て
意
味
の

な
い
こ
と
で
は
あ
り
は
し
ま
い
」（
石
原
慎
太
郎

著
「
天
才
」
よ
り
抜
粋
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
、
昭
和
を
代
表
す
る
評
論
家
・
大
宅
荘
一

が
「
田
中
角
栄
は
浪
花
節
そ
の
も
の
だ
。
し
か

し
、
彼
が
違
う
の
は
浪
花
節
そ
の
も
の
の
男
で
も
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
で
き
る
と
こ
ろ
だ
」
と
そ

の
人
間
性
の
魅
力
と
ス
ケ
ー
ル
を
評
し
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
の
評
価
は
功
罪
相
半
ば
し
ま
す
が
、
石

原
慎
太
郎
は
田
中
角
栄
に
、
日
本
人
の
原
点
を
再

発
見
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
一
人
の
天
才
、
そ
れ
は
歌
人
・
劇
作
家
・

演
出
家
・
映
画
監
督
…
の
寺
山
修
司
で
す
。
青
森

県
に
生
ま
れ
、
高
校
時
代
か
ら
俳
句
や
短
歌
に
早

熟
な
才
能
を
示
し
、
早
稲
田
大
学
中
退
後
は
、
演

劇
実
験
室
「
天
井
桟
敷
」
を
結
成
。
国
内
で
は
社

会
的
物
議
を
か
も
し
な
が
ら
も
、
国
際
的
に
は
高

い
評
価
を
得
、
海
外
公
演
が
続
く
作
家
で
も
あ
り

ま
し
た
。
１
９
８
３
年
、
持
病
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の

た
め
47
歳
で
早
世
し
ま
し
た
が
、「
書
を
捨
て
よ
、

町
へ
出
よ
う
」
は
当
時
の
若
者
の
情
熱
の
発
露
の

共
通
語
に
な
り
ま
し
た
。「
涙
は
人
間
の
作
る
い

ち
ば
ん
小
さ
な
海
で
す
」「
こ
う
も
り
傘
は
世
界

で
一
番
小
さ
な
、
二
人
の
た
め
の
屋
根
で
あ
る
」

「
同
じ
鳥
で
も
飛
ば
な
い
鳥
は
、
な
あ
ん
だ
？
そ

れ
は
ひ
と
り
と
い
う
鳥
」
…
。

　

劇
作
家
の
唐
十
郎
は
、
次
の
よ
う
に
寺
山
を
評

し
て
い
ま
す
。「
彼
は
人
生
を
終
わ
り
の
方
か
ら

生
き
よ
う
と
決
意
し
た
詩
人
」
だ
と
。

　

今
の
時
代
は
、
天
衣
無
縫
の
天
才
の
出
に
く
い
、

息
苦
し
い
時
代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

身
元
調
査
を
許
さ
な
い
取
組
の

一
環
と
し
て
、
本
人
通
知
制
度

に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
が

不
正
請
求
・
不
正
取
得
さ
れ
、
身

元
調
査
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

本
人
通
知
制
度
に
事
前
登
録
を
し

て
、
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
▼
制
度
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１

１
１
６
）
へ
▼
人
権
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男

女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）、

市
人
権
教
育
協
議
会
事
務
局
（
☎

22

－

３
３
９
２
）
へ

わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す

る
方

・
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
28
年
度
内
に
わ
な
猟
免
許

を
新
た
に
取
得
す
る
方

・
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限　
平
成
29
年
２
月
24
日

㈮申
請
方
法　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

阿
南
市
物
産
館
・
観
光
案
内
所

オ
ー
プ
ン
２
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
開
催

日
時　
７
月
３
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
阿
南
市
物
産
館
（
阿
南
光

の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

内
容　
▼
ビ
ン
ゴ
大
会　

午
前
11

時
～
、午
後
３
時
～
（
賞
品
あ
り
）

▼
か
き
氷
無
料
配
布
（
先
着
３
０

０
人
）
▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
作
体
験
・
竹

人
形
工
作
体
験
（
有
料
）

※
当
日
、
あ
な
な
ん
と
風
船
匠

じ
ょ
に
ぃ
も
や
っ
て
来
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
阿
南
市
物
産
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
物
産
館

（
☎
24

－

３
１
４
１
）
へ
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